
暑さが厳しい季節となりました。保護者等の皆様にはますます御健勝のこととお喜び申し上げます。日
頃から本校の教育活動に対し、御理解、御協力をいただき、誠にありがとうございます。
５月に実施した進路希望調査（A・B小学部4年生以上）では、御協力をいただきありがとうございまし

た。質問事項については、夏季休業中の個別懇談等で各担任よりお答えします。
進路決定に向けて不安のないよう取り組んでいきたいと思いますので、今後も御理解、御協力をお願い

します。
今回の進路だよりは、各学部の進路指導に関係の深い学習を中心に紹介します。

A中学部： ６月２日（月）～６日（金）の５日間の日程で、校内

実習を実施しました。織りもの班はマット作り、紙工班は紙すき

等、軽作業班は空き缶のリサイクル作業を行いました。一人一人

が自分の目標達成に向けて、意欲的に取り組みました。また、今

回はB中学部と合同で実習報告会を実施して、お互いの実習内容を

知り、励みになりました。

B中学部：６月２日（月）～６日（金）の５日間、高等部と一緒に

今年度初めての実習を行いました。牛乳パックからカレンダーが

出来上がるまでに様々な工程があり、中学部生徒は「紙ちぎり」

や「ラミネートはがし」、「印つけ」、「紙すき」などを担当しまし

た。自分で立てた目標に向かって意欲的に取り組むことができ、

振り返りを通して、自分の良かった点や課題に気付くことができ

ました。A部門と合同で行った実習報告会では、お互いの頑張りを

知ることができ、より達成感につながっていました。

《校内実習》

B高等部：「校内実習」では、６月２日（月）～１３日（金）まで、

リサイクル和紙を使ったカレンダー製作などを行いました。高等

部卒業後、社会に出る上での心構えとなるよう「安全に協力して

仕事をする。まじめに笑顔で仕事をしよう。」を全体目標に掲げて、

実践することができました。左記の写真は、パルプをミキサーに

かけています。ふたをしっかりと押さえ、時間を計り、容器に移

し替えて、次の工程へ、責任を持ってすることができました。
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【夏季休業中の進路関係行事】 ※詳細はお配りした通知を御確認ください。
○７月２４日（木） 進路相談会（福祉） 対象：高等部３年生（栃木市、壬生町、鹿沼市在住生徒）
○７月２８日（月） 福祉事業所説明会 対象：小学部１年生～高等部３年生の保護者（希望者）
○８月 １日（金） 進路相談会（就職） 対象：高等部３年生の就職希望者

A高等部：６月２日（月）～１３日（金）に校内実習を実施しました。いつもの作業班である手工芸班、

紙工芸班、陶芸班、農園芸班、ビルクリーニング班での作業でしたが、１年生が班長、副班長を務め

る中で行われました。厳しい暑さの中、１年生は初めての校内実習に緊張した様子も見られましたが、

２・３年生の背中を見ながら、互いに切磋琢磨して作業に打ち込む様子が見られました。

この実習期間中に自分から挨拶をすること、報告、連絡、相談の重要性を学び、そして作業に向か

う態度など意識の向上が見られ、大きな収穫があった実習となりました。就労に向けての基礎を日々

の学校生活から築いていきましょう。

【産業現場等における実習】

６月に高等部３年生が一般企業や福祉施設において産業現場等における実習を行いました。進路選

択に向けた大切な実習であり、緊張と不安を抱えた生徒も多くいましたが、自分の課題の改善や目標

の達成に向けて、精一杯取り組む姿が見られました。

最終日に実習先の方を交えて実施した反省会では、「２年生のときより集中力が上がった。」「聞こ

える声の大きさで報告できるようになった。」など様々な評価をいただきました。２週間の実習にし

っかりと 取り組み、学校に戻ってきた表情は自信に満ちあふれていました。

２学期には３年生に加え、２年生も産業現場等における実習を予定しています。更なる成長を期待

しています。保護者の皆様には、準備や事前打合せ・反省会への参加など、大変お世話になりました。

《産業現場等における実習》
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